
■ＳＤＧｓ

■関連する主な事業 （単位：千円）

目指す姿 市民が、保全・整備された道路を利用して、安全で快適に生活を送っています。

関連する分野別計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察
市道川合９号線の拡幅事業への着手並びに、行き止まり道路の改良等により、住民の安全性、利便性の向上が図
られた。また舗装や橋梁等の修繕を計画的に実施し、インフラ整備の推進を図った。今後は各インフラの整備計画
に基づき、予防保全型の維持管理の推進を図る必要がある。

令和５年度 施策評価シート

施策の大綱 １．快適さを支える生活基盤の向上 評価担当者

基本施策 （４） 道路の保全・整備 建設部長　高桐　美智代

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

①
都市計画道路整備事業（和賀
白川線）

7,158 流末の排水路について隣接者と用地境界の立ち合いを実施したことで次年度の
測量設計に向け、進めることができた。また、用地交渉についても、進めることがで
きた。7,093

①
道路新設改良事業（川合９号
線）

4,766 設計業務については、公安協議に時間を要したことなどにより、やむを得ず翌年
度に繰り越しとなったが、測量業務は計画通りに完了し、設計業務に進めることが
でき、事業進捗が図れた。4,765

④ 舗装老朽化対策事業
60,305 市内主要幹線道路を予防保全的に舗装修繕を行い、道路利用者に対して安全

で安心な道路サービスを提供するとともに、修繕にかかる費用の縮減を図ること
ができた。56,932

④ 橋梁長寿命化修繕事業
79,727 国の事業補助金を活用して、橋梁点検結果に基づいて予防保全的に修繕を行

い、安全で安心な道路サービスの提供ができた。また、橋梁の長寿命化並びに
修繕にかかる費用の縮減が図れた。79,727

① 県営街路事業
4,877 三重県において駅前高塚線の道路改良に伴う道路予備設計業務委託を令和4

年度末(令和5年度繰越)に発注を行い、令和5年度に業務を完了することができ
た。4,866

② 道路整備事業
17,152 池の側ポケットパーク整備について、工事が完成したことで、沿道環境の向上、散

策者や施設見学者の利便性の向上が図られた。16,621

② 市単道路整備事業
21,530 市道新所北東西2号線について、工事が完成したことで、緊急車両の通行が可

能となり、市民の安全性や利便性の向上が図られた。19,678

太字：主要事業
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]
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指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

60

事前防災・減災のために施行した道路施設
の件数（累計）

件 ー ー 5 9

交通安全施設の新設件数（累計） 件 ー ー 17 25

14

調査項目に対する重要度は高く、上向き傾向
にあり道路整備に対する関心度が高い。また
満足度も上昇していることから道路の整備効
果が高いと推察される。

満足度 0.30 0.47

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察

1 国道などの幹線道路が整備されている
重要度 1.19 1.27

2 生活に身近な道路が整備されている
重要度 1.32 1.39

満足度 0.27 0.46

3
重要度

満足度

4
重要度

満足度

安全に配慮した道路施設の充実
通学路交通安全プログラム等により対策が必要となった防護柵や区画線等の安全施設等の整備
を実施した。今後も安全に道路を利用できるよう修繕等を実施する。

道路の適切な維持管理
老朽化し、傷んだ舗装の打ち替え及び橋梁の修繕を実施した。今後も安心安全な道路維持に向
けて、計画的な舗装工事を行うとともに定期的な橋梁の点検や修繕を実施する。

施策の方向 施策推進に関する考察

幹線道路の整備
市道和賀白川線の早期の供用開始に向け、建物補償の算定や土地鑑定を進め、次年度以降か
ら予定している用地買収を進められる準備ができた。

生活道路の充実
行き止まりの道路を改良したことにより、住民の安全と利便性に加え、地震災害時の避難・救命活
動など、地域の道路利用者の安全性や利便性の向上が図られた。

今後の展開方針

幹線道路の整備については、市道和賀白川線を計画的に事業を推進するための予算確保の検討並びにコスト縮減の検討を行うとともに、市道
川合９号線においては、地域住民との合意形成を図るために説明会を行い、関係機関との調整を進めながら整備促進を図っていく。生活道路の
充実については、狭あいな生活道路の実情を把握し、安全性や利便性の向上につながる道路拡幅等の改良工事に取り組む。安全に配慮した
道路施設の充実については、各自治会からの要望や通学路交通安全プログラムにより教育委員会や公安委員会等と連携し、要対策箇所の対
応並びに交通安全施設の充実を図っていく。道路の適切な維持管理については、さらなる予防保全型の維持管理に移行できるよう橋梁長寿命
化計画の見直しを行い、効果的・効率的な維持管理を推進するとともに橋梁塗膜に含まれるPCBの処理について、令和8年度末までに完了する
ための予算確保並びに修繕計画の検討を進める。また、道路美化ボランティア加入団体の増加を図り、市民協働の取り組みを推進していく。

総合評価
幹線道路の整備については、市道和賀白川線の用地買収に必要な土地鑑定、補償鑑定が完了し、地権者との用地交
渉を開始した。また、新規事業の市道川合9号線については、公安協議及び地元説明を実施し、事業の進捗を図った。
生活道路の充実については、市道新所北東西２号線の工事完了により、行き止まりが解消され、緊急車両の通行が可能
となり安全性、利便性の向上が図れた。また、池の側ポケットパークの整備が完了し、沿道環境の向上が図れた。安全に
配慮した道路施設の充実については、通学路交通安全プログラムにより危険箇所の合同点検を実施し、防護柵や区画
線等の整備を行い、通学路の交通事故防止と交通の円滑化に努めた。道路の適切な維持管理については、舗装維持管
理計画に基づき古厩関ヶ丘線や能褒野西線等の舗装修繕を実施するとともに路面性状調査を行い、新たな舗装修繕
計画の策定を行った。また橋梁についても橋梁長寿命化修繕計画に基づき、定期点検や補修工事を実施するとともに修
繕にかかる費用の縮減に努め、安全で安心なインフラの維持管理を推進した。道路美化ボランティアにおいては令和５年
度の加入団体が１８団体３６１人となり地域やボランティアと協働で道路の環境美化に努めることができた。

Ａ
順調に進んだ


